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月の日周運動 東から西へ

同時刻に見える月は三日月→半月（上弦の月）→満月

同時刻に見える位置は西から東へ

月は太陽の光を反射して光る

地球の周りを公転するため、周期的に満ち欠けする

１か月かけて反時計回りに公転する

日食 太陽が月にかくされる現象 月食 月が地球の影に入り、欠けて見える現象

太陽→月→地球の順に並ぶ 太陽→地球→月の順に並ぶ

皆既日食 太陽が完全にかくされること 皆既月食 月が完全にかくされること

部分日食 太陽が部分的にかくされること 部分月食 月が部分的にかくされること
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金星は地球の内側を公転する

　→いつでも太陽に近いほうにある

金星の見た目の大きさは変化する

金星は太陽の光を反射して光るので満ち欠けする

① １日のうちのいつか

② どの方角か

③ どんな形か

(1) いる場所の足元と見る金星の中心を結ぶ

(2) (1)の線と金星の中心を通る垂直な線を引く

(3) (2)の線から地球側の半分が見える金星の形と考える
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